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令和 4 年から 6 年までの過去 3 年間の 6 か

月齢以下の流死産、明らかな先天異常を除く

子牛の病理検査の内、畜種別では黒毛和種が

18 頭（64%）、乳用牛が 10 頭（36%）と黒毛和

種で多くの検査を行った。 

また、黒毛和種子牛の病理検査の内 6 頭

（33%）が牛クロストリジウム・パーフリンゲ

ンス感染症（以下牛 Cp 感染症）、4 頭（22%）

が虚弱子牛症候群（以下 WCS）疑い、2 頭（11%）

が臍帯炎とこれら 3 疾病が 2/3 を占めていた

（図 1）。 

今回黒毛和種子牛の病理検査を実施した中

で、類症鑑別上問題となった牛 Cp感染症 2例、

解剖時に見落としがちな WCS を疑う子牛にみ

られた臍帯炎 1 例の病性鑑定事例を報告する。 

 

１ 病性鑑定概要 

① 牛 Cp 感染症 1 例目：肉用牛一貫経営農

場で令和 4 年 10 月 25 日の朝から 16 日齢の

黒毛和種子牛が水様血便を呈し、昼に死亡、

病性鑑定に供した。 

② 牛 Cp 感染症 2 例目：乳肉複合農場で令

和 5 年 4 月 13 日に 3 か月齢の黒毛和種子牛

が水様の鮮血便を呈し、輸液、抗生剤を投与

したが、翌日午後死亡、病性鑑定に供した。 

③ WCS を疑う子牛にみられた臍帯炎：乳肉

複合農場で令和 6 年 6 月 2 日に 6 日齢の黒毛

和種子牛が元気消失、起立不能、頚部回旋、

眼球震盪・白濁、低血糖を呈し 6 月 5 日に死

亡、病性鑑定に供した（表１）。 

２ 材料及び方法 

①②③の死亡子牛を解剖し、①③は細菌検

査、ウイルス検査、病理検査を実施し、②は

①③の検査に加え、寄生虫検査を各定法に基

づき実施した（表２）。 

 

図１ 子牛の病理検査 

 

表１ 病性鑑定概要 

 
 

表２ 材料及び方法 
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 ３ 結果 

①：解剖所見で肛門周囲に粘血便、空回腸

全域に充出血及び菲薄化、胆嚢腫大、腸間膜

リンパ節に腫大、第一胃粘膜に偽膜形成、充

出血、酸臭がみられた。細菌検査で A 型の Cp

を 2.8×10⁶個/g 分離し、ウイルス検査で BVDV

遺伝子不検出、病理組織検査でパイエル板の

壊死を伴う化膿性出血性小腸炎がみられた。

②：解剖所見で小腸・大腸漿膜に充出血、空

腸粘膜に充出血、偽膜形成、腸間膜リンパ節

に浮腫、腫脹がみられた。細菌検査で凍結材

料から A 型の Cp を 6.0×10³個/g を分離し、

ウイルス検査で遺伝子不検出、寄生虫検査で

コクシジウムオーシスト不検出、簡易抗原検

査でロタ、コロナウイルス、大腸菌 F5(K99)

及びクリプトスポリジウム陰性、病理組織検

査で小腸にパイエル板の壊死・出血、小腸及

び直腸にグラム陽性大桿菌を伴う壊死性出血

性炎がみられた。③：解剖所見で臍の腫脹は

確認されず、胸腺萎縮、髄膜混濁、臍帯暗赤

色化がみられた。細菌検査で全身臓器、臍帯

から多数の大腸菌を分離、ウイルス検査で

BVDV 遺伝子不検出、病理組織検査で脳の化膿

性髄膜炎、細菌塊を伴う壊死性化膿性臍帯炎、

胸腺萎縮がみられた（図２-１０、表３-６）。 

 
図２ 解剖所見① 

 

 
図３ 解剖所見② 

 

 

図４ 解剖所見③ 

 

 
図５ 解剖所見③ 
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表３ 簡易抗原検査 

表４ 細菌検査 

 

表５ ウイルス検査 

 

 

表６ 寄生虫検査 

 

 
図６ 病理組織検査① 

 
図７ 病理組織検査② 

 
図８ 病理組織検査② 

 

図９ 病理組織検査③ 
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４ まとめ及び考察 

 以上の検査成績から①②を牛 Cp 感染症、③

を WCS 疑い、牛大腸菌症と診断した（図１１）。 

①②は小腸にパイエル板の壊死、①では加

えて、脾臓の白脾髄に萎縮、リンパ球に壊死

がみられた。これは、成書では牛 Cp 感染症で

第四胃の壊死、小腸～結腸の出血、壊死と記

載されており[1,2]、パイエル板の壊死を起こ

すとは記載がなく、BVDV 粘膜病発症牛でパイ

エル板を含む腸粘膜の壊死、脾臓の白脾髄の

萎縮または壊死[1]、BVDV 急性感染では、リ

ンパ組織のリンパ球のアポトーシス、細胞融

解、枯渇を引き起こすと記載されていること

から[3]、①②は BVDV の可能性が考えられた

が、ウイルス検査で BVDV が検出されず、BVDV

の関与を否定した。A 型 Cp の産生するα毒素

には様々な細胞を障害する作用があり[4,5]、

また、A 型 Cp による腸の壊死病変はα毒素に

加えて、パーフリンゴリジン O 等の毒素や Cp

が保有している蛋白質・炭水化物分解酵素が

相乗的に作用して形成される可能性が報告さ

れていることから[6]、これら毒素、酵素がパ

イエル板や脾臓病変に関与している可能性が

考えられた。 

以上のことから今後パイエル板の壊死を伴

う腸炎、脾臓の白脾髄の萎縮・壊死が見られ

た際は類症鑑別に Cp の可能性を検討する必

要があると思われた。また、②では小腸に加

えて、直腸にも病変がみられているが、成書

では直腸に病変がみられた報告が見当たらな

いため、直腸病変がみられた際は Cp の可能性

を検討する必要があると思われた（図１２）。 

 ③は外景上臍の腫れは確認されなかったが、

臍帯炎、髄膜炎がみられ、臍帯から大腸菌が

侵入し、血行性に脳に髄膜炎を起こしたこと

が考えられた。また胸腺萎縮、肺に真菌がみ

られたことから易感染状態になっていたと思

われた。胸腺・臍帯の観察・採材を失念する

と疾病診断ができないケースや感染経路、適

切な対策が不明になるケースも起こりうるた

め、今後子牛の病性鑑定を行う際は胸腺、臍

帯は注意深く観察、検査を行い、疾病診断、

その後の飼養衛生管理指導に活かしていく必

要があると考える（図１３）。 

 

 
図１０ 病理組織検査③ 

 

図１１ 診断名 

 

 
図１２ まとめ及び考察 
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図１３ まとめ及び考察 
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